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目的・趣旨  

マダニにとって必須の生存基盤が宿主動物からの吸血・消化にあり、血

液消化産物中に含まれるヘモグロビン由来のヘムやトランスフェリンから

大量の鉄分子がマダニ体内に放出される可能性が考えられる。申請者らは

マダニ体内で鉄代謝の重要な役割を担うことが予想されるフェリチンの特

性について調べたところ、マダニの吸血や産卵において、フェリチンは鉄

分子の供給や鉄分子の毒性に対して、制御的役割を果たす必須な分子であ

ることを見出し、詳細な解析を進めているところである。そこで、本共同

研究では、鉄をマダニに投与し、マダニ体内の鉄に対するフェリチンの影

響を調べ、フェリチンの鉄代謝における役割について明らかにすることを

主要目的とした。  

研究経過の  
概要  

マダニは病原微生物を媒介する吸血性の外部寄生虫であり、マダニ体内は吸

血する際に血液に含まれる大量の鉄分子に暴露されることが予想される。鉄分

子はマダニの生命恒常維持において不可欠であるが、時には鉄分子の過剰摂取

はマダニにとって有毒になることも考えられる。しかし、マダニ体内における

鉄代謝のメカニズムについては完全に明らかになっていない。そこで、申請者

らはフタトゲチマダニを用いて鉄代謝を制御することが予想される分泌型フ

ェリチン 2 を新規に同定し、すでに同定されている細胞内型フェリチン 1 とそ

れらの特性について比較し、フェリチンの鉄代謝における役割について検討を

行った。その結果、RNA 干渉法によるフェリチン遺伝子のノックダウンマダニ

では、飽血後体重の減少と高い死亡率を引き起こし、産卵と中腸の形態に変化

を及ぼした(Galay et al., J. Exp. Biol., 2013)。 
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研究成果の

概要  

そこで、今回申請者らは、鉄代謝による酸化ストレスからマダニを保護する

フェリチンの役割を検証するために、フェリチン遺伝子ノックダウン後のマダ

ニを吸血させるか、あるいはクエン酸第二鉄アンモニウム(FAC)を経皮接種し

た後、FAC 経皮接種後の死亡率を観察した。脂質酸化は、マロンジアルデヒド

(MDA)の免疫ブロット法により評価した。また、タンパク質の酸化はカルボニ

ル化タンパク質の検出により評価した。さらに、鉄染色によりマダニ体内にお

ける鉄分子の検出を試みた。 

その結果、フェリチン遺伝子ノックダウン後に FAC を経皮接種したマダニ群

では高い死亡率を示した。また、フェリチン遺伝子ノックダウン後に吸血させ

た群と FAC経皮接種群の両方において高レベルの MDAとカルボニル化タンパク

質が検出された。鉄染色は、FAC 経皮接種後のマダニ全体と中腸において 72

時間後に上昇し、フェリチン遺伝子ノックダウン群においては全く染色されな

かった(Galay et al., PLOS One, 2014)。 

これらの結果より、フェリチンが鉄分子を捕捉し、マダニを鉄依存性酸化ス

トレスから保護する重要な分子であることが考えられた。 
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